











Recently, many copyrighted materials are available to us because of spread the Internet.  
We are not allowed, however, to make a free use of those materials which are protected by the 
Copyright Act.  To reduce the problems involved with copyrighted materials, we should have 
some knowledge and understanding of the Copyright Act.  In this paper, I make an 
analytical study of our college students’ general understanding of the copyright problems, 



































番号 分類 質問 理解度
1 著作権取得 著作権を取得するためには、文化庁への登録が必要ですか。 33% 
2 著作権取得 プロの小説家ではないのですが、著作権を得ることはできますか。 86% 
3 著作権取得 著作物は公表しないと著作権を取得できないのですか。 61% 
4 著作物 アクセサリーのデザインは著作物ですか。 30% 
5 著作物 ゲームソフトの映像部分は著作物ですか。 91% 
6 著作物 コンピュータプログラムは著作物ですか。 78% 
7 著作物 ダンスの振り付けは著作権で保護されるのですか。 23% 
8 著作物 人気アニメのキャラクターは著作物ですか。 100%
9 著作物 流行語大賞を獲得した言葉や造語は著作物ですか。 75% 























































































































































































20%～30% 5 5 50 
30%～40% 8 13 45 
40%～50% 2 15 37 
50%～60% 8 23 35 
60%～70% 8 31 27 
70%～80% 10 41 19 
80%～90% 6 47 9 







率で誤差は最大でも %11=e （ %50=p のとき）となり、これをもとにして母比率の信頼区間
を求めることもできる。この結果から、学生の過半数が正しく理解しているとはいえない（信頼
区間の上限が 50%を超えない）項目は 13 項目に、70%以上の学生が理解しているとはいえない
















理解度 過半数未満 7割未満 
著作権取得について(3) 1  
著作物とは(6) 4,7  
一般利用について(10) 12,20 18,19 
個人利用について(8) 21,24 23,27 




教育機関での利用について(18) 33,37,41,46,50 34,38,47,48 
 














































設問項目 第1軸 第2軸 
11 0.20 -0.57 
12 1.68 3.98 
13 0.34 0.37 
14 -0.48 0.35 
15 -0.78 -0.41 
16 -0.50 0.19 
17 0.30 0.03 
18 -0.67 -0.08 
19 -0.75 0.53 
20 2.63 -3.10 
21 2.23 -0.54 
22 -1.20 0.01 
23 1.08 0.40 
24 3.16 1.93 
25 -0.58 0.22 
26 -0.55 0.23 
27 0.80 -1.88 
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設問項目 第1軸 第2軸 
11 -0.10 -0.03 
12 0.42 0.74 
13 -0.04 -0.03 
14 -0.14 0.00 
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15 -0.22 -0.03 
16 -0.21 -0.02 
17 -0.09 -0.01 
18 -0.04 0.04 
19 -0.04 -0.05 
20 0.41 0.06 
21 0.15 0.01 
22 -0.21 -0.05 
23 0.03 0.09 
24 0.59 -0.65 
25 -0.17 -0.03 
26 -0.19 -0.02 
27 0.04 0.01 
































































=P とすると、 96.1=z であり、nは回答者数、 pは理解度であ
る。詳しくは、P.G.ホーエル『初等統計学』培風館 1981 p.144. 
9 有馬哲、石村貞夫『多変量解析のはなし』東京図書 1987 pp.243-295. 
10 エクセルを用いて分析を行った。ここでは、最大 79行 79列の行列計算が必要となる。行列の積
はエクセルの関数「MMULT」により求めることができるが、サイズが大きいためか、エラーに
よりすべての行列の積を計算することができなかった。そこで、行列の積の各因子をすべて
「MMULT」を使って個別に計算することにより、このエラーを回避できた。また、固有値の計
算は、「高橋信『Excelで学ぶコレスポンデンス分析』オーム社 2005.」に付属のエクセルアドイ
ンソフトを利用した。 
11 数量化Ⅲ類のときと同様に、エクセルを用いて分析を行った。行列計算と固有値計算に関しても
同じである。 
